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要旨. 資産運用業界は、ファンド流通ネットワークや大手企業によって支配されてしまっています。長年の経験や投資家からの
資産、独自の資金を持たない新興のマネージャーにとって、自らのファンドを立ち上げるということは難しく、非常に面倒なことに
なっています。しかし、大手ヘッジファンドは才能溢れる人材を常に探し求めており、若い専門家たちにリスクを委譲し、最新の研
究とデータ分析手法を活用して優れた収益を得ることを目標に掲げています。軽量な運用体制(マネージド・アカウント)も存在して
はいますが、管理に負担がかかるため、ポートフォリオの管理やリバランスに多くの時間を費やす必要があります。

ブロックチェーンは、これまでは想像の世界のものでしかなかったコストの低さとプロセスの革新性という2つの性質を備えた
理想的な技術であり、短期間でファンドを設立することを可能にします。当社では、新興のマネージャーの皆様でも独自の投資商品
を構築することができるような技術的な枠組みを提供します。本ホワイトペーパーでは、その技術的な枠組みのデザイン、実装のビ
ジョン、概念実証、より高い透明性を提供するという機会、運用の効率性、プロセスの刷新などについて考察しています。また、才
能に溢れた人やそのような人の懸命な働きに対して見返りを与えるような代替パラダイムの提案も行なっています。

1. イントロダクション

この10年間で、資産運用業界はより大きな企業体制へと
向けた統合の道を歩み続けてきています。特に、ヘッジファ
ンド業界は標準化と規制化の進んだ部門へと発展を遂げてい
ます。多額の設立コストや最低5,000万ドルという要件だけ
でなく、それよりもはるかに大きな初期運用資産(Assets 
Under Management, AUM)などの条件によって、小規模
のプレイヤーは自動的に市場から除外される結果となってし
まっています。そのような高額のAUM要件の裏には、プラ
イムブローカーサービスをファンドに提供するにはコストが
高くついてしまうという理由があります。そのようなコスト
には、純資産総額(Net Assets Value, NAV)の見積もりや、
担保勘定、運用会社のコスト、法務および顧問費用などが含
まれています。さらに、投資ファンドや運用会社は多くの場
合ただの私書箱のような存在に過ぎません。つまり、そのよ
うな企業では実際には誰も雇用しておらず、ただ会社組織を
オフショアしているだけに過ぎないのです。

イーサリアムプロトコルは、投資商品を素早く作成するの
に最適な技術を提供します。この技術により、リアルタイム
な募集や償還が可能となり、管理者や管理人を必要とせずに
トラストレスに分散型取引所で取引を行うことが可能となり
ます。その結果、業界でこれまで目にすることができなかっ
たような高い水準の効率性と透明性が実現されることになり
ます。当社の提案するモデルの正の外部性の1つとし
て、AUMの規模への非依存性によって、大手投資ファンド
で職を得るための実績作りのツールとして使用することがで
きるという点があります。これにより、トレーダーの認知度
を高めることが可能となります。いずれにせよ、私たちは資
産運用の方法を変える道を切り拓いていくことを目指してい
ます。

1.1. 原動力 
規制というものは、ファンドマネージャーたちが自らの
ファンドを立ち上げるのを妨げ、中小企業の買収や合併、
望ましくない顧問委員会の導入などを通して他の企業との
統合を余儀なくさせている主な要因の1つであり、これによ
り資産運用業界に内在する利害の衝突を増大させる結果と
なっています。規制の範囲は、このような利害の衝突の監
視と管理を行うためのものであり、マネーロンダリングや
不正行為(マネージャーが資金を持ち逃げしたり、不当な費
用をファンドに入力したりすることなど)を防止します。

当社のモデルの説明を行うことで、いかなる規制も必要とし
ない(あるいは、少なくとも非常に高い自己規制基準を達成
する)ような高い透明性と効率性の水準で自己規制を行う1つ
の枠組みを提供したいと私たちは考えています。当社の提供
する仕組みの効率性の水準は、これまでに見たこともないよ
うなレベルのコンプライアンスを提供します。
当社では、あらゆる個人の方が独自の投資商品をシーム

レスに作成・展開できるようにすることを主な目標としてい
ます。当社のビジョンは、取引目的以外の理由で個人の資金
にアクセスすることなく、人々に自らの才能を発揮し、情熱
を共有し、グローバルに競争できるような技術を提供するこ
とです。これにより、ビジネスの運用面での作業量を削減す
ることが可能となり、マネージャーは投資家のためにリスク
調整済みの優れたリターンを生み出すことにだけフォーカス
することができるようになります。
　 利益の衝突は、しばしばファンドの「不十分な」運用実
績の原因の1つとなっており、多くの精神的バイアス(近視眼
的な損失回避やAUMが大幅に上昇したときに優れたリター
ンを再び上げることができないことなど)によって不十分な
運用実績がもたらされる可能性があります。場合によって
は、そのような構造の中で繰り返し起こる利益の衝突に疲れ
切ってしまい、優れたマネージャーがファンドを去ってしま
うことさえあります。私たちは、利益の衝突を完全に失くす
ことこそが、投資家とマネージャーの両者にとっての最高の
利益になると考えています。
全体として、私たちはマネージャーのことを一番に考え、投
資家に最高クラスの技術を提案するような完全分散型のフ
レームワークを提供したいと考えており、それにより両者の
相互利益を一致させようとしています。さらに、私たちは才
能に満ちた人向けの競争力と透明性の高い実力主義の市場を
構築することを目指しています。
これまで他の人たちによって提案されてきた資産運用向けの
ブロックチェーンモデルの多くは、非常に中央集権的なアプ
ローチをとっており、規制を比較的受けていない組織に対し
てある程度の信頼性を必要としています。

1.2. 市場概況 現在までのところ、ブロックチェーン
上に構築された資産運用プラットフォームをまだ目にするこ
とはありませんが、私たちは取引や資産運用の分野で過去に
行われた試みを再認識する必要があります。例えば、Stellar
ネットワークでは、取引や株式発行の効率化、募集や償還業
務などで使用されているトークン発行のためのプラット
フォームを提供していますが、そのアプローチは中央集権化
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されており、トークン発行を行う主体が資産の管理を行って
いるため、依然としてユーザーの信頼性を要求しています。

Iconomiプロジェクトは暗号通貨関連資産の取引用プラッ
トフォームになることを目指しており、中央集権型のサー
バーベースのアプローチで株式発行や募集、償還などのプロ
セスをデジタル化しようとしています。Iconomiプロジェク
トでは、ユーザーフレンドリーなフロントエンドプラット
フォームが提供されており、ブロックチェーンブラウザとの
やりとりを必要としていません。Iconomiプロジェクトでは
ユーザーの秘密鍵の管理を行っているため、資金の管理人(技
術と流動性スタックのみを提供するために、現在はイギリス
のアセット・マネージャーとパートナーシップ締結済み)とし
て機能しており、そのためインフラである程度の信頼性を必
要としています。また、Iconomiプラットフォームでは、プ
ロのマネージャーを対象としています。Iconomiのような企
業の文脈では、RigoBlockの技術はファンドをオンチェーン
で構築するために容易にプラグイン可能な分散型エンジンと
みなすことができます。
民間銀行で分散型アプローチを正式化するという初の試み

は、EtherPlanというプロジェクトで提案されています。し
かし、そのアイデアにも高いレベルの信頼性が必要となって
おり、既存の軋轢の多くをより新しい技術的に高度なものへ
と置き換えています。そのため、少なくともこのような技術
開発の初期段階においては、急激な変化のための基礎を築く
ことができなくなっています。このプロジェクトは、現在停
止状態となっています。その一方で、最近になって同様のア
プローチがSwissborgプロジェクトによって採用されており、
そのプロジェクト自体は見込み顧客とみなすことができま
す。完全に分散した形でブロックチェーン技術を使用すると
いう初の試みは、Melonportによって行われました。このプ
ロジェクトは、当社初の分散型ヘッジファンドというコンセ
プトであるDrango(現在はRigoBlock Drango)と同じ時期に誕
生しました。どちらのプロトコルも同じ問題を解決すること
を目指していますが、それぞれ異なる方法論を採用していま
す。そのため、Melonportは当社に最も近い競合他社である
とみなすことができます。技術的な初期段階にあるとはい
え、この2つのプロジェクトは互いに補完しあうものとみな
すこともできます。また、Melonportは分散型資産運用の
オープンプロトコルの技術的枠組みおよびコンセプトのため
の初の正式な使用を提供しており、「モジュール」の一部を
提供していくために外部開発者を活用しています。
RigoBlockは、より抽象的かつ自由な形で同じようなコンセ
プトを採用しており、開発者が「独自バージョンの資産運
用」を持ち込み、当社のプロトコルを活用できるようにしよ
うとしています。

ShapeshiftによるPrismは、分散型取引所とハイブリッド
型の資産運用プラットフォームという2つの性質を備えたプ
ロダクトです。Prismは金融仕組み商品に相当するものであ
り、ブロックチェーン上で構築が行われています。現時点
で、Prismはまだクローズドアルファテスト段階にありま
す。RigoBlockにとって、Prismは分散型トークンプール
(Dragos)で取引可能な資産として扱うことができます。

しかし、現在の技術水準では、イーサリアムのメインネッ
トワーク上にはまだ資産運用プラットフォームは実現されて
いません。その理由として、分散型取引所そのものが現在は
アルファ版の形でのみテストネットワーク 上に存在している
という点を挙げることができます。お気づきの方もいらっ
しゃるかもしれませんが、いくつかの問いにはまだ回答が与
えられていません。答えはまだ見つかっていないと謙虚に述
べることもできますが、プロジェクトの方向性が経営と技術
的な進歩によって決定されるということもあります。そのた
め、この後のパラグラフでも可能な限りそのような問いに対
する回答を行っていくよう取り組んでいきます。
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2. ブロックチェーンとファンド 

ブロックチェーン上にファンドを作成するというプロセス
を説明するために、ここでスマートコントラクトという概念
を思い出す必要があります。スマートコントラクトにより、
特定のプロセスを管理するというダイナミクスを直接ブロッ
クチェーンにコーディングすることが可能となり、作成プロ
セスと管理を他のあらゆるものから分離することができま
す。そして、ブロックチェーン上にデプロイされたコードか
らファンクションの呼び出しが行われるたびにユニークな
コードやトランザクションの一意のハッシュを作成すること
によって、そのプロセスを分離させることもできます。これ
はつまり、同じ性質を備えつつ独自の固有識別コードを持つ
商品を作成するために、誰でも同じSolidityソースコード1を
使用することができる可能性があるということを意味してお
り、事前に定義したさまざまな範囲でパーソナル化させるこ
とが可能となります。これは、完全にトラストレスな環境か
ら信頼性に依存する環境に至るまで、さまざまなレベルの信
頼性に対応するものとなります。
2.1. 信頼性 価値の交換は、互いに相手を信頼する必
要なく、ブロックチェーン上で行われます。これこそがブ
ロックチェーン技術の美しさであり、この利点をスマートコ
ントラクトにも利用することが可能となっています。実際、
エスクロー口座(Escrow Account)  を慎重に扱うこと
により、ファンド内でトラストレスな形で資金の移転を行う
ことが可能となります。実際、エスクロー口座を慎重に扱う
ことにより、ファンド内でトラストレスな形で資金の移転を
行うことが可能となります。より正確に言うと、価値の一部
がファンド内にある場合、その価値はマネージャーが取引目
的でのみ使用することが可能であり、それ以外では決してア
クセスすることができません。マネージャーは、分散型取引
所のエスクロー口座に対して入金の指示だけ行うことができ
ます。ブロックチェーン上から資金が移動することは決して
なく、常にファンドの管理下にあります。マネージャーもプ
ラットフォームも、資金にアクセスすることはできません。
不変性こそがブロックチェーンの大きな特性であり、この性
質によってプログラムされていることだけをコードに実行さ
せ、それ以外のことを決して行わせないということを保証す
ることができるようになります。
2.2. Dragoの作成 Dragosは私たちのファンドとでも言うべき
存在であり、通称分散型トークンプールと呼ばれていま
す。RigoBlockプラットフォームは現在アルファ版であり、 
Parity DAppストアで利用可能となっています。Parity UIを
ローカルで稼働させている世界中のユーザーから確認するこ
とが可能です。つまり、バックグラウンドでソフトウェア
(Parityクライアント)を稼働させ、通常のウェブブラウザイン
ターフェースを通してストアにアクセスすることになりま
す。RigoBlockは、「Applications」タブから確認することが
できます。KovanテストネットでParityを稼働させている場合
には、実際に使用することもできます。
また、pool.rigoblock.comで閲覧専用のWebアルファ版を提供
しており、rigo.networkではIPFS DAppも提供しています。分
散型トークンプールは1クリックでアプリケーション上に作
成され、プラットフォームにより1つのトランザクションを
通じてブロックチェーン上にコードがデプロイされます。
ファンドの名前とシンボルを入力すると、ポップアップが表
示され、ユーザーはトランザクションを実行するよう求めら
れます。トランザクションが作成されると、ユーザーは新し
いファンドが作成されたことを確認し、自動的なトークン作
成プロセスを通じてすぐにファンドの株式の募集を行うこと
ができるようになります。ユーザーの株式の残高がプラスの
場合、反対取引を行うことによって株式をEtherに交換するこ
とができます。つまり、トークンは破棄され、それと引き換
えにEtherを受け取ることになります。

1Solidityとはイーサリアムブロックチェーンの用のJavascriptベースの言語であり、バックエンド(ブロックチェーン)に関連するすべてのコードを他
のものから完全に分離することを目的として利用されています。
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当社のアプローチではソフトウェアの実装を完全にオン
チェーンで行っているため、トラストレスな環境とサーバレ
スなインフラストラクチャを構築することができます。しか
し、NAVの計算のような機能はオフチェーンで行われるこ
とになるため、最も効率的かつ効果的な形でブロックチェー
ンを利用することができます。権利や金銭に関わる全てのこ
とがオンチェーンで分散的に行われるということを私たちは
強調したいと考えており、提供される情報を信用することな
く、ただファンドのコードを知るだけで誰でも分散型ファン
ドの存在や行動に関するすべての機能をリアルタイムで監査
することが可能となります。

3. ソーシャルトレーディング  

ファンドマネージャーたちは投資に関する情報を非公開にし
なければならないという話をよく耳にしますが、これはそう
しなければ競合他社によって彼らのポジションがコピーされ
てしまい、市場の非効率性を活用することができなくなって
しまうからです。このような未解決の問題に対して、当社で
は2つの異議を提案しています。まず1つ目として、マネー
ジャーたちにポートフォリオの公開を余儀なくさせるソー
シャルトレーディングプラットフォームには経験豊富なマ
ネージャーの積極的な参加が促進されるという観察結果があ
ります。そして、2つ目として、金融市場全般の縮小とその
効率性に基づいているという点があります。秘密主義という
コンセプトの根本的な変化を通して、金融の世界にはオープ
ンソースソフトウェア開発の(比較的)斬新なアプローチが反
映されることになるため、私たちは情報がより効率的に市場
価格に反映されるようになると予測しています。マネー
ジャーには、自らの調査作業に対して能力主義に基づいた報
酬の提供が行われるようになります。非効率性が長期間にわ
たって市場に当たり前のように存在してしまっているという
ことを明らかにしたいと私たちは考えています。さらに、金
融市場の存在理由は、同じ問題に対して人々の意見が食い違
うという点にあります。多くの場合、同じようなスキルを
持った資産運用管理者でもデータ分析を行うモデルは異なっ
ており、同じ入力要因を分析した場合でも反対の結果が生み
出されることもあります。また、それとは別のケースとし
て、アマチュア(十分な情報を持たないプレイヤー)とプロの
マネージャーの違いという点もあります。その最も極端な例
が、政治家(中央銀行または政府)とプロのマネージャー集団
になります。いずれにしても、人々の意見は食い違ってお
り、個人は合理的な期待行動が経験的に観察されないことの
多い囚人のジレンマに常にとらわれてしまっています。特
に、資産の運用に関しては、人間の精神の美しさと複雑さに
よって客観的に見て合理的ではないような過ちを犯してしま
うということを理解していますが、効率性の道に向けて金融
市場を動かしていくのに私たちの取り組みを役立てることが
できることを願っています。プロのマネージャーに管理を委
任して平均的な投資家の方たちでも自らの金融ポートフォリ
オで良いリターンを得られるようにできれば、私たちはこの
業界に大きな変化をもたらすことができると信じています。

4. トレーディング用ダッシュボード
当社では、トレーディング向けの統合ツールセットを提供

することを目標の1つに掲げており、その範囲は営業部門の
業務から事務管理部門の調整にまで渡ります。そのため、私
たちはプラットフォームをポートフォリオ用のオフチェーン
ダッシュボード専用のセクションと統合し、様々な時間枠の
運用実績やポートフォリオ内のポジションを表示したり、一
つ一つのポジションに関連した取引全体の可視化を行ったり
することができるようにしたいと考えています。その中に
は、リスクのモニタリングや時間経過に伴うポートフォリオ
のリスクの評価なども含まれています。これらはすべて非常
にパワフルなツールであり、普段はプロのマネージャーにの
み利用可能なものであり、小規模な企業のマネージャーや新
興企業のマネージャーには利用できないものとなっていま
す。これこそが、プラットフォームの進化に向けて進むため
の道となります。私たちは、APIや他のフロントエンドプラッ

トフォームとの使い勝手の良いインターフェースを通してク
オンツトレーディング戦略の自動化を可能にするような
JavaScriptライブラリの提供にも取り組んでいます。当社の
モジュール式アーキテクチャにより、外部サービスプロバイ
ダの方でも当社のプロトコルの上に独自のダッシュボードを
構築したり、当社のプロトコルやRigoトークン(GRGトーク
ンとも呼ばれる)のインセンティブメカニズムをベースとした
モジュールの一部のみを使用して独自フォーク版の分散型資
産運用プラットフォームを作成したりすることもできます。

5. NAVの見積もり

ブロックチェーンから資産が離れるようなことは決してな
いため、資産の追跡は非常に容易になります。さらに、口座
とポジションがリアルタイムで利用可能であり、残高も自動
でリアルタイムに更新されます。つまり、ファンドの運用担
当者にとっては、ファンドの営業部門やプライムブローカー
の事務管理部門と手動でポジションの調整を行う必要がなく
なるということを意味しています。ミスやタイポの心配もあ
りません。取引が営業部門で執行されると、誰でも監査でき
るようにオンチェーンで自動的にリアルタイムで調整が行わ
れます。これにより、リアルタイムでNAVを見積もることが
潜在的に可能となります。NAVの見積もりとオンチェーンで
の登録にはEthereum Virtual Machine(EVM)の計算を利用
することが必要となるため、当社ではオフチェーンでのNAV
の見積もりをリアルタイムでユーザーに提供することを決定
しました。ユーザーは、必要な場合にのみブロックチェーン
上の公式のNAV価格を更新することができるようになるた
め、不必要に計算リソースやストレージリソースを浪費する
ことがありません。当社では、誠実な行動のための条件を提
供するインセンティブの仕組みを作成します。NAVの見積も
りを提供するために外部Oracleに頼るのではなく、マネー
ジャー自らが価格を公表できるようにします。

5.1. 公平なユーザーの行動とNAVの公表 当社のアプローチ
では、ユーザーは自らのファンドの株式に対するビッド価格
とアスク価格を公表することになります。この2つの価格
で、ファンドは任意の数の株式の売買を行うことを余儀なく
されます。そのため、常に2つの条件が満たされる必要があ
ります。リアルタイムでリクエストに応えられるように、
ファンドは常に最低額のEtherを償還用に利用可能にしてお
く必要があります。マネージャーは実際のNAV値を公表する
必要があり、公表しなかった場合にはアービトレージャーの
潜在的なターゲットになってしまいます。最終的には私たち
はただの人間にすぎないため、賢明な読者の方であれば、操
作や不正行為といった要因を方程式から取り除くべきでない
とお考えになるかもしれません。1つの可能性として、すべ
てのことをコードに解決させるということがあります。これ
は十分に実行可能なアプローチであり、今後もこの道に向け
てさらに発展させていくことを検討しています。当社の現在
の代替手段は、良い行動が報われ、悪い行動が罰せられると
いうインセンティブの仕組みを作り出すことであり、そのた
めNAVの見積もりは中央集権的な関係者に依存することがあ
りません。まず第一に、インフラストラクチャ全体が透過的
に構築され、すべての情報が公開されます。NAVの見積もり
がオンチェーンで行われなかった場合でも、各個人はリアル
タイムでポートフォリオのデューデリジェンスを行うことが
できます。第2に、優れたマネージャーたちが「ファンド・
オブ・ファンズ」の市場を利用できるようにすることによっ
て、最適なマネージャーに対して誠実な行動と飛躍的な成長
のための基礎を築いていきます。最後に、トレーダー自らの
実績こそがトレーダーのキャリアにおいて最も重要な保証の
1つであるということを再認識させたいと考えています。し
かし、以前の雇用者との秘密保持契約(NDA)や単一運用口座
により、実際の実績を提供することは難しくなっています。
第三者による監査も非常に高額なものとなっています。
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当社の提案するパラダイムでは、リアルマネーの取引によっ
て得られる監査済みのリアルタイムの実績は、トレーダーに
よって公表され得るNAVを通して利用可能になるだけでな
く、ブロックチェーンから直接データを要求する人であれば
誰でも計算可能となります。そのため、いかなる仲介者も必
要とすることがありません。世界的に有名なアメリカの金融
ジャーナリストであり、トレーダーでもあるJack D. 
Schwager氏は、そのような商品の必要性を証明するため
に、トレーダーの従来型のマネージド・アカウントの計算お
よび監査を行うためのスタートアップを最近立ち上げまし
た。

6. 運用報酬
数多く存在する投資家の中でも、特に伝説的な投資家とし

て知られるウォーレン・バフェット氏は、既存の手数料体系
によって顕著になっている資産運用やヘッジファンドのリス
ク志向のカルチャーを公に批判しています。実際、20%とい
う典型的な運用報酬は、短期的な運用実績を重視して過度の
リスクを取るようにマネージャーたちを駆り立てるというこ
とで批判を受けています。多くの場合、高額の運用報酬の存
在によって、大手ファンドの運用実績は精彩を欠いてしまっ
ています。ファンドの成長に伴って観察される経験的な現象
として、創業時に得られていた優れたリターンを再現するこ
とができなくなるというものがあります。その時点で運

用報酬は非常に高くなっているため、ヘッジファンドのコス
ト構造では正当とみなすことができなくなってしまっていま
す。

6.1. 利害を調整させるための新しい方法 当社では、運
用報酬に対して根本的な変化を提案しようとしており、それ
には2つの理由があります。まず第1に、私たちは運用の質の
向上を目指しています。さらに、オンチェーンでの管理や運
用報酬の計算が高額になる一方で、当社のモデルでは取引ご
との報酬の計算を非常に容易にするブロックチェーン技術の
重要な特徴を活用しているため、手動での調整や支払いを必
要とすることなく正しい口座に対して自動的に報酬を割り当
てることが可能となります。管理や運用報酬がファンドに直
接請求されるのではなく、当社のプロトコルには手数料は存
在せず、プロトコルの上に構築されたProof-of-
Performanceと呼ばれるアルゴリズムによってマネー
ジャーはRigoトークンで報酬を受け取ることができま
す。Proof-of-Performanceモジュールは、各サブ期間ごと
にファンドの資産と実績の計算を行い、この2つの要因に基
づいて四半期ベースでトレーダーに報酬を提供します。各期
間の終わりに、トレーダーは報酬を請求することができま
す。Proof-of-Performanceアルゴリズムのパラメータは
Rigoトークン保有者によって設定されており、公平な報酬率
を決定することが可能となっています。

6.2. モジュールの配布 ファンドのためのエコシステムを
構築するためのもう1つの方法として、モジュール配布とい
うコンセプトがあります。サードパーティ製のプラット
フォームは、当社の配布するモジュールを活用するだけでな
く、当社のプロトコルの上に独自のモジュールを作成するこ
ともでき、取引ごとの手数料を設定することも可能となって
います。手数料はディストリビューターによって任意に設定
や修正が行われますが、その内容は一般に公開されることに
なります。そのため、ディストリビューターは競争の激しい
市場で独自の手数料を透明性の高い形で設定することができ
流ようになります。通常、この種の手数料の利用には手動に
よるエラー(計算や支払いなど)がつきものですが、ブロック
チェーンを利用することによってこれを自動的かつシームレ
スに実行することが可能となります。そのような運用を従来
型の運用会社が行おうとした場合、その手続きを実行するに
は非常に高額な費用がかかってしまいます。

6.3. 過度のリスク負担 過度にリスクを取ろうとすること
は、最大のリターンを生み出すために可能な限り多くのリス
クを取ることによって20%の運用報酬を得ようとする慣習に
由来しています。これにより、マネージャーは短期的な利益
に集中することが可能となります。Rigoトークン保有者は運
用報酬のために正しいパラメータを設定することができるた
め、私たちはProof-of-Performanceモデルによって運用の
フォーカスをより長期的な利益へとシフトさせると同時に、
優れたマネージャーの受け取る事のできる金額の上限を外す
ことができると考えています。そして、この方法論によって
マネージャーの報酬が下がるということはありませんが、
フォーカスが長期的なリターンへと移るために、リターンの
質が長期的には向上することになると考えています。

外部Oracleにより、市場価格
データベース内の様々な資産価
値が提供されます。価格データ
の収集は手動または自動で行う
ことが可能であり、時間ととも
に進化していきます。

各トークンプールには基準通貨
があり、それに対して資産や運
用実績が追跡されることになり
ます。まず始めに、トークンの
保有は基準通貨としてのEther
で追跡されます。法定通貨の追
跡も可能となる予定です。

運用者の裁量によって、
トークンプールには様々な
トークンが保有されることに
なります。

プールの運用者などにより、
単一のトークンプール価格の
更新が行われます。

現在の資産は、イーサリアムブロックチェーン上で作成されるトークンと
なっています。将来的には、トークン化有価証券やトークン化株式・債
権、トークン化資産も含まれる予定となっています。

現在の資産は、イーサリアムブロックチェーン上で作成されるトークンと
なっています。将来的には、トークン化有価証券やトークン化株式・債
権、トークン化資産も含まれる予定となっています。

トークンプールのNAV
と運用実績の計算が
行われます。
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7. Vault
これまでに立てられた仮説の多くを排除することによっ

て、結果として得られる製品は完全にトラストレスでシンプ
ルなものとなります。それこそがVaultなのです。これは、
イーサリアムコミュニティにとってのXapoのトラストレス
版とみなすことができます。Xapoは、個人や法人顧客向け
の安全なビットコインストレージを可能にするサービスで
す。これにより、非常にセキュアなビットコインストレージ
保管庫を備えたアカウントを必要な数だけ作成することが可
能となります。Xapoでは、中央集権型のサービスを提供し
ており、顧客の資産とも言える顧客の鍵にアクセスすること
ができます。当社では、Xapoとは異なるアプローチをとり
ます。当社はサービスが完全に分散化され、顧客の鍵に対す
るアクセスや知識を決して持たないことを望んでいます。究
極的には、顧客自らが鍵に対して責任を負うことになりま
す。完全に分散型かつトラストレスなサービスを実現するた
めに、トークンとEtherの交換だけを可能にするためのス
マートコントラクトがコーディングされており、Etherの送
信者に対してトークンを作成し、Etherと引き換えに送信さ
れたトークンを破棄します。これは、Xapoの非常にセキュ
アなコールドストレージとは明確に異なるアプローチとなっ
ています。オンチェーン上で転送を直接規定する機能をコー
ド化できるようにすることによって単純化が行われており、

スマートコントラクトのデザインによってセキュアにされて
います。当社のアプローチでは、たとえどのような顧客で
あっても常に顧客が自らの資産を管理することになります。
さらに、コードはオンチェーンで展開されることになるた
め、プラットフォームを稼働している企業に何か問題が起き
たとしても、コードによってトークンの保有者はいつでも
Etherとトークンの交換を行うことが可能となります。その
結果、不正や検閲の証明が保証されることになります。設計
上、当社のプロダクトは、Etherの安全なホットストレージ
を提供するためにXapo(すなわち、暗号通貨ウォレット)のよ
うなサービスで使用することが可能であり、それと同時に鍵
のコールドストレージも実現します。鍵はオフチェーンに保
管されますが、各ユーザーごとの入金総額をリアルタイムで
可視化するために、ユーザーはブロックチェーンに問い合わ
せを行うことも可能です。私たちが無くそうとしている1つ
目の仮説は、マネージャーによって資金がエスクロー口座に
移動されてしまうというものです。これはもはや不可能なこ
ととなります。私たちは、ファンド内からのEtherの送金を
防止します。この場合、マネージャーはEtherをエスクロー
口座に移転することができなくなります。さらに、私たちが
無くそうとしている2つ目の仮説が、NAVの見積もりです。
この場合、NAVは株式あたりにつき1 Etherで固定される
ことになります。ファンドではEtherのみを保有するため、
いかなる管理または運用手数料も存在せず、1つの株式の価
値は常に同じになります。現在、当社には独自の分散型トー
クンプールを作成したり、既知の価格でリアルタイムでトー
クンの売買を行ったりすることのできるプロダクトがありま
す。これにより、自分の望む数のファンドを作成することが
できるようになるため、家族や友人、さらには機関の投資を
管理するための効率的なツールを手にすることになります。
トークンの購入のたびに取引手数料を設定することも可能で
あり、第三者と調整を行ったり、手数料の計算に時間を費や
したりする必要なく自動的にトークンを受け取ることができ
ます。Vaultは、1つの場所に安全にEtherを保管したいと考
える人を対象としたプロダクトであり、そのような人は多か
れ少なかれ同じような問題を経験しています。その問題と
は、Etherの購入や長期保有の際に、他の人の代理でEtherを
保有したり、それに対してあらゆる責任を負ったり、いつで
も資金にアクセスしたりする必要があるという問題で
す。Vaultは、イーサリアムのメインネットで稼働している
当社初のプロダクトであり、RigoBlockプロトコルやProof-
of-Performanceインセンティブメカニズムを活用していま
すが、外部サービス(分散型取引所やOracle)の運用には依存
していません。Vaultへの現在の取り組みとして、Proof-of-
Stakeマイニングのプールを可能にするために、イーサリア
ムベースマイニングの次のフロンティアであるCasperとの
相互作用の事前設定を行っています。Vaultは、2018年第3
四半期中にイーサリアムのメインネット上で稼働を開始する
予定となっており、Proof-of-Stakeマイニングのプールは
Ethereum Constantinople(2018年第4四半期に予定されて
いるProof-of-Stakeへのイーサリアムの移行)と同時に立ち
上げられる可能性があります。

8. RigoBlock Registry

RigoBlock Registryは、性質的にはENS(Ethereum 
Name Service)と似ており、承認された資産運用企業で
あればオンチェーンで資産の登録を行い、現在オン
チェーンで転送を行うのに必要となっているHEXアドレ
スの代わりに名前を使って資金のやり取りを行うことが
できるようになります。外部関係者の利用を促進するた
めに、当社ではRigoBlock Registryを単独のコンポーネ
ントとして分離しています。現在、当社のモジュールイ
ンフラストラクチャを活用して下さる外部サービスプロ
バイダの方を求めています。RigoBlock Registryを使用
すると、独自のレジストリの作成と管理を行わずに、た
だRegistryアプリケーションに接続するだけでやり取り
を行うことが可能となります。

トークンプールの運用者は、運
用報酬として新たに作成された
トークンを受け取ります。

トークンプール運用者は、運用
報酬として受け撮ったトークン
を公開市場で清算します。

Proof-of-Performance のボーナスへ
のアクセスを得るために、各トークン
プールの運用者は、トークン保有者に
よって決定される最低数のGRGトーク
ンの売買を行う必要があります。

RigoBlockエコシステムのイン
フレーションパラメータに基づ
いて、新たなGRGトークンが
作成されます。

各トークンプールは、分散化方式で
資産と運用実績の評価が行われま
す。どのようなユーザーでも評価を
開始させることが可能です。当面の
間、評価期間は3ヶ月に設定されま
すが、必要に応じてより現実的な期
間に近づけていくことも可能です。

GRG価格が上下に変動した場合、トークン保有者はProof-of-Performance
報酬へのアクセスを得るために必要なGRGトークンの枚数を増減させること
ができます。
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9. RigoBlock Exchange

RigoBlock Exchangeは、Dragosから取引を行えるよう
な分散型取引所を提供するという目的で構築されています。
これは、レバレッジ暗号通貨スワップ取引のための完全分散
型取引所となります。この取引所により、ユーザーはロング
サイドとショートサイドの両方でETHUSD(現時点では取引
所にはこの1つの資産のみ存在)でレバレッジ取引を行うこと
が可能となります。そのため、トレーダーは購入によって価
格が上昇した場合に利益を得ることができるだけでなく、
ショートポジションでも利益を得ることができ流ようになり
ます。デリバティブとは、ブロックチェーン上に存在しない
資産を表す契約のことです。RigoBlock Exchangeは、今日
のあらゆる分散型取引所が直面している問題(ほとんどの場合
はレイテンシによる執行の遅れや予期しない注文のガス手数
料)による制約を受けますが、それでも非常にユニークなもの
となっています。また、分散型取引所が金融取引の新たなフ
ロンティアになると信じているため、私たちはRigoBlock 
Exchangeをさらに改善していくことができると期待してい
ます。RigoBlock Exchangeは長期的なプロジェクトであ
り、現在は主に分散型取引所とDragosの統合に取り組んで
いることもあり、近日中に実稼働させる予定はありません。

10. Proof-of-Performance

Proof-of-Performanceは、マネージャーの運用報酬のた
めの新たなパラダイムです。前述の通り、当社は管理報酬と
運用報酬という従来型のコンセプトに破壊をもたらそうとし
ています。Proof-of-Performanceにより、トレーダーはリ
スク調整後の運用実績に基づいてGRGトークンをマイニング
(技術的にはミンティング)することができます。トークン
プールが大きければ大きいほど、トレーダーにはより多くの
GRGトークンをミンティングする資格が与えられます。独自
の分散型トークンプールを稼働させるために、マネージャー
は最低限のGRGトークンを保有する必要があります。GRG
トークンには本質的価値が備わっておらず、実際の活動や有
価証券に相当するものではないため、いかなる配当や配当を
得る資格も生み出さず、その利益も資産によって裏付けられ
ていません。その唯一の目的は、トレーダーの運用実績に対
して報酬を提供し、当社のインセンティブメカニズムの基本
とすることです。特に、「適格」や「専門的」といったス
テータスや規制の対象となる恐れのあるステータスを必要と
するような活動では、ユーザーは最低限のGRGトークンを保
有する必要があります。

10.1. 資産という要素 Proof-of-Performanceの1つ目の
要素は、トークンプールのサイズとなります。トークンプー
ルマネージャー用の新しいGRGトークンの枚数は、その資産
に比例します。これは、従来型の運用報酬の代用となりま
す。

10.2. 運用実績という要素 2つ目の要素として、前回の観
測期間に対するトークンプールの運用実績の絶対値の計算が
あります。この計算はデフォルトでは四半期ごとに行われま
すが、時間枠を短くしたり長くしたり調整することも可能と
なっています。

10.3. ハイウォーターマーク 各トークンプールに対し
て、その最高水準値に対するベンチマークが取られ、プラス
の運用実績のみで構成されることが保証されます。トークン
プールの純資産価値が少なくともその最高水準値に達してい
ない場合、前述のトークンプールに対してProof-of-
Performanceトークンはミンティングされません。

上の図は、Proof-of-Performanceインセンティブシステム
の概略図を示したものとなります。この図では、ウォレット
内に最低限のGRGトークンを保有しているかという状態に基
づいて報酬を受け取るトークンプールマネージャーが示され
ています。プレミアム機能をアンロックする場合にも、標準
的なユーザーはGRGトークンを保有する必要があります。そ
うでない場合には、デフォルトでその機能はロックされてい
ます。

10.4. 動的パラメータ設定 資産と運用実績は、市場の均衡
が最適な組み合わせを決定できるように、トークン保有者の
設定する動的な方法で組み合わされます。各マネージャーの
報酬は、資産と運用実績をトークンプールの属するクラス(ま
たはアプリケーション)の報酬係数と掛け合わせることによっ
て得られます。報酬係数は、トークン保有者によって動的に
設定されます。

この新しいパラダイムシフトは、トークンプールマ
ネージャーの報酬を従来型の管理・運用報酬からネット
ワークによるボーナスへと移行させます。その後、これ
は適度なインフレーションの形(1%から2%の間の予想総
計)で支払われることになり、これがRigoBlockエコシス
テムに外部開発者だけでなく、ユーザーを呼び込むメ
リットとなります。

RigoBlockトークンプール
は、Proof-of-Performance
報酬の有無にかかわらず存在
することができます。

トークンプールの運用者
は、Proof-of-Performance
報酬にアクセスするために
GRGトークンを保有する必
要があります。

オペレーターが保有条件を満
たしている場合、そのオペ
レーターはプールの評価期間
中にProof-of-Performance
としてボーナスを得ることが
できます。

トークン保有者は、Proof-
of-Performanceボーナスに
必要となる最小閾値を設定し
ます。将来的に、この値を
トークンプールの純資産価値
との比率として設定すること
も可能となります。

RigoBlockエコシステムの利用が増えるにつれ、より多くの人がトーク
ンプールを作成し、報酬へのアクセスを望むようになるため、それに伴
いGRGトークンの需要も成長していくことが期待されています。

GRGトークンは、Proof-of-Performance報酬を得るために一定数を
保有しておく必要のあるアクセストークンです。Proof-of-Stakeブ
ロックチェーンのステーキングと似たデザインとなっています。
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要約すると、Proof-of-Performanceインセンティブシス
テムは、マイナス以外の運用実績の場合にマネージャーに報
酬を提供します。そして、資産をスタンドアプリケーション
に保持させておくのではなく、RigoBlockエコシステムに資
産を持ち込むことに対してインセンティブを生み出します。

10.5. 需要と供給の要素 GRGトークンはインフレーショ
ントークンです。新しいトークンの作成と割り当て
は、Proof-of-Performanceアルゴリズムによって自動的に
行われ、スマートコントラクトによって執行されます。その
後、新しいトークンはトークンプールマネージャーへと配布
されます。

そのような報酬が、管理・運用報酬の代わりとなります。
配布は、完全に監査可能で透明性の高い方法でGRGトークン
と結びついたProof-of-Performanceモジュールから自動的
に行われるため、手動による介入や中央集権型の関係者に依
存する必要はありません。

報酬を受け取るために、マネージャーは最低限のトークン
を保有しておく必要があります。その最少額は動的であり、
トークン保有者によって設定されるため、エコシステム内の
インフレーションと需要の間の比率に対してバランスが取ら
れることになります。標準的なユーザーの場合、プラット
フォームのプレミアム機能をアンロックするためにGRGトー
クンを保有する必要があり、これによって追加の需要が生み
出されることになります。

RigoBlockプロトコルの上でアプリケーションを作成する
外部開発者への報酬を可能にする継続的な資金調達モデルを
形成するために、RigoBlockプロトコルは作成された新しい
トークンのうちの5%をロイヤルティとして保持します。
GRGトークン保有者によってインフレーションパラメータの
設定が行われることになるため、継続的な資金調達モデルは
無価値な新しいトークンを生成するというよりもポジティブ
なインセンティブをターゲットとするインセンティブを提供
します。

11. 今後の方向性

私たちは、2016年初頭から概念実証の作成を行ってきてお
り、2016年8月頃には分散型投資商品向けのスマートコントラクト
をリリースしています。その後ずっと、コンセプトの改良や機
能の追加、セキュリティのチェック、「スマートコントラク
トエンジン」と呼ばれるコードのモジュールプロトコル化な
どに取り組み続けており、より抽象化を進め、外部サービス
プロバイダがRigoBlock上に独自の分散型運用会社を構築で
きるようにしています。当社のプラットフォームはKovanテ
ストネット上でのアルファテストを経て、2017年5月以来
Parity UI内で一般公開されています。より従来型のUX体験
へと移行していく前に、安全な環境内でテストできるような
選択を行いました。UX/UIの改善にはかなりの取り組みが行
われており、プラットフォームは2018年第1四半期にベータ
版へとアップグレードし、ウェブから利用可能となっていま
す。現在、早期テスターグループでより進化したベータ版が
使用されています。当社のチームはすでに大きく成長してお
り、現在は10名以上の人々(そのうちの3名は資産運用や法
律、暗号通貨、ブロックチェーンなどの分野で関連する経験
と能力を備えた顧問の方です)で構成されています。チーム
は、インターフェースの改善を行ったり、平均的なユーザー
に使い勝手の良いプラットフォームを提供できるよう取り組
みを行っています。そして、この数ヶ月の間にも分散型取引
所にはかなりの進展がありました。例えば、0xプロトコルは
ハイブリッドな分散型取引所を作成するためにブロック
チェーンを利用する際の効率性の標準を定めており、多くの
リレーがその上に構築されています。これにより、分散型取
引所には組織的な流動性がもたらされています。さらに、
ファンド同士の相互作用を可能にする0xのアップグレード
が、2018年第3四半期中旬にイーサリアムメインネットで稼
働することが期待されています。当社のDragosは、PoCの
実演を行えるようにするために、すでにRigoBlock 
Exchangeとの統合およびテストを終えています。Dragosは
リリース時には限られた機能のみ動作可能となる予定であ
り、2018年第4四半期に外部取引所がプロトコルに接続され
る予定となっています。RigoBlock Exchangeは外部Oracle
に依存しているため、デリバティブにより適した分散型取引
所を見つけることができた場合には本稼働を行わない予定と
なっています。また、当社では分散型Oracleシステムへの取
り組みのために他社との協力も行っており、これによりオン
チェーンのOracleを維持するコストを削減することが可能と
なります。当社では独自のOracleの構築も行っており、これ
は単なる最適化以上のものとなります。当社では、誰にでも
無料価格を提供できるような効率的な方法を常に模索し続け
ています。また、当社では、当社の技術をイーサリアムのメ
インネット上で完全稼動させた後に、RigoBlockプラット
フォームをトレーダーのためのエコシステムにしていくこと
を究極の目標としています。これにより、どれほど奇妙でお
かしなものであっても、お好みの投資ストラテジーを実行す
ることが可能となります。そのようなエコシステムを構築す
るためのツールの1つが、ファンドから他のファンドへの投
資(専用のファンド・オブ・ファンズの仕組み)を可能にし、
最適なトレーディング戦略に投資を行うことをタスクとする
自律型ファンドプールを構築し、前例のないほどの水準の多
様化によって大衆からより簡単に資金提供を行えるようにす
るツールです。この場合、RigoBlockプールは数千または潜
在的には数百万ものトレーダーを擁するグローバルなトレー
ダーのファンドとして機能し、また保証人としてあらゆる規
制を負担することになるため、そのようなプール・オブ・
プールズにはトレーダーたちを規制の負担から解放する力が
備わることになります。

11.1. サードパーティの統合 当社のモジュラー式のブ
ロックチェーンソリューションにより、既存の市場でも独自
のプラットフォームやウォレットアプリケーション上で独自
のファンドを提供できるようになります。当社のJavaScript 
APIを使ってやりとりを行うことによって、サードパー
ティーの方でもファンドを提供することができます。

GRGトークンはインフレーショントークンであり、Proof-of-Performance
報酬はインフレーションから支払われることになります。ビットコインや
イーサリアムでは、新しいブロック報酬はマイナーに分配されます。
RigoBlockでは、インフレーション報酬がトークンプールの運用者に分配さ
れることになります。

インフレーションパラメータは、
トークン保有者によって設定されま
す。このパラメータを低くも高くも
しすぎないことは、コミュニティに
とって最高の利益となります。当面
の間、RigoBlock自体がそのパラ
メータの管理を行いますが、分散型
ガバナンスシステムの開発とともに
徐々に分散化されていきます。

Inflation.solスマートコントラクト
により、インフレーション全体を
決定するパラメータが維持されま
す。Inflation.solは、GRGトークン
スマートコントラクトの拡張とな
ります。

新しいトークンは、各トークン
プールの評価ラウンドで作成され
ます。各トークンプールは個別に
考慮され、グローバルな総計イン
フレーション設定はありません。
インフレーション率の期待総計値
は1%から2%の間となります。
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当社ではファンドの資産へのアクセスを有しておらず、また
顧客の鍵へのアクセスの管理や所有も行っていないため、
サードパーティープラットフォームは当社のブランドまたは
独自のブランドの下でユーザーの鍵の管理や既存サービスの
統合に焦点を当てることができるようになります。当社のプ
ロトコルの上で手数料の請求を行うことも可能であり、当社
のディストリビューションモジュールを使えば配布手数料を
請求することも可能となっています。

11.2. 分散型ガバナンス 当社特有のトピックとして、不正
行為の可能性に関するものがあります。スキャムトークンが
外部の分散型取引所に上場され、当社プラットフォーム上に
展開された分散型トークンプールを通してそのトークンのク
リエイターによって購入された場合、どうなるでしょうか？
当社ではすでに、オーソリティメカニズムとガバナンスメカ
ニズムの構築によってこの問題に取り組んでいます。このメ
カニズムでは、承認済みのトークンプールから承認済みのト
レーダーまたは承認済みの取引所に対してのみ取引が可能で
あり、取引所のトークンでさえ承認される必要があります。
これは、RigoBlockエコシステムのコンプライアンスを改善
するために構築されています。このことが分散化の制限とみ
なされる可能性もありますが、将来的にはアップグレード可
能となっています。また、分散型ガバナンスのパラメータの
設定を行うのは、技術によって安全な分散型ガバナンスが可
能になった時にRigoBlockが完全分散型組織になるというビ
ジョンを持った、Rigoトークンの保有者なのです。

私たちは、世界の価値がトークン化されていくというビ
ジョンを共有しており、トークンとトークン化された資産と
いう価値を体系化するためのリファレンスツールになること
を目指しています。また、安定通貨建てのファンドとシェア
クラス(ヘッジありのものとヘッジなし)を心に思い描いてい
ます。長期的には、お金に関連するあらゆるものがブロック
チェーンを通して取引され、さまざまなプロトコルが互いに
通信し合い、給料や税金がデジタルトークンで支払われるよ
うな世界を思い描いています。今のところ、ブロックチェー
ン非依存のフレームワークを提供するために可能な唯一の方
法は、互いに異なるブロックチェーンや転送方式を処理する
中央集権型の仲介者による中央集権型のアプローチを取ると
いうことです。リレー(BitcoinRelay)を使用することによっ
て、サイドチェーンを通したソリューションの提案を行って
いる優れたプロジェクト(HyperLedger)もあります。また、
大事なことを言い忘れていましたが、他のブロックチェーン
が何を行っているのかをあらゆるブロックチェーンが認識で
きるようにし、それによってあるチェーンから別のチェーン
への転送を可能にするためにバリデーターの利用を提案して
いるPlkadotは、自らをパブリックブロックチェーンやプラ
イベートブロックチェーン、コンソーシアムブロックチェー
ンとして位置付けようとしています。

11.3. スケーラビリティ プラットフォームのスケーラビリ
ティは、基盤としているブロクチェーンのスケーラビリティ
に直接関係しています。さらに、アプリケーション用の分散
型ストレージは、DDoS攻撃に対する費用対効果の高い非常
にスケーラブルなソリューションを提供し、検閲体制の高い
プラットフォームになっていくと考えられています。IPFSや
イーサリアム向けの分散型ストレージソリューションである
Swarmは、そのようなソリューションを提供しています。ま
た、ファンドの構造は、取引が行われる市場と同じくらい拡
張性が高くなっています。マネージャーはすぐに見通しとグ
ローバルリーチを得ることができるようになるため、国境は
なくなりつつあります。提案されているファンド・オブ・

ファンズの仕組みにより、ビジネスを専門的に拡大するだけ
でなく、さらには法人顧客のみをターゲットにすることも可
能となります。リアルマネーに適用しようとした場合、ス
ケーラビリティがソーシャルトレーディングの現在の限界の
1つとなっています。この限界によって、たくさんのフォロ
ワーを持つトレーダーは自らの取引価格に対する価格の影響
を認識できない可能性があります。その影響を認識していた
場合、トレーダーは自らの顧客にフリー・ライディングでき
ることになり、共通の利益と個々の利益を完全に一致させな
くても済むようになります。これとは対照的に、RigoBlock 
Dragoでは、マネージャーが取引を行う市場と同じくらい取
引の拡張性が高い非常にスケーラブルなインフラストラク
チャを提供します。さらに、単一口座の定期的なリバランシ
ングを行う必要なく、トレーダーは投資家をまとめてプール
することからあらゆる恩恵を享受することができます。最終
的に、規制に関するトピックは、RigoBlockプロトコルを使
用する個人の責任となります。投資家の顧客をプールするこ
とは、特定の条件下ではほとんどの国で規制の対象となりま
す。ターゲットとする顧客やビジネスモデルに応じて、規制
は異なります。規制が非常に限定的な場合もあれば、負担が
大きい場合もあります。当社が提案しているのは、自動的に
自己規制を行い、従来型のファンドの仕組みよりもより高い
コンプライアンスの保証を課すような枠組みなのです。その
ため、運用に必要となる業務を大幅に軽減することが可能と
なります。特定の条件下であれば、当社のプール・オブ・
プールズモデルと同様に、一部のマネージャーたちは完全に
規制の範囲の対象外となると私たちは考えています。私たち
の仕事は、仕事を効率的に行えるようにするための技術的な
ツールを個人の方に提供し、そのような方たちが自らのコア
ビジネスに集中できるようにすることです。トレーダーのた
めのエコシステムを構築するということは、私たちにとって
そのような個人の方の抱える問題を一つ一つ解決していくこ
とを意味しています。

12. 結論
本稿では、RigoBlockプロトコルの紹介、説明、正式な定

義を行ってきました。当社のスマートコントラクトエンジン
によって、トレーダーの方はイーサリアムネットワーク上に
あるRigoBlockプラットフォームに分散型ファンドプールを
展開し、リアルタイムでファンドの株式の募集や償還を行う
ことが可能となります。コントラクトは自律的かつ変更不可
能なものであり、マネージャーの方はそれらの管理を行うだ
けで済みます。このような水準の透明性や効率性、説明責任
によって、これまでどのような規制環境でも目にすることの
できなかった自己規制機関を構成することができるようにな
ります。新しいトークンミンティング用のアルゴリズムであ
るProof-of-Performanceによって、私たちはこれまでとは
異なる運用報酬のパラダイムをご提案します。
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